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共鳴トンネルダイオード（RTD）発振器は直流バイアス電圧を印加することでテラヘルツ帯の

超高速発振が可能な半導体デバイスであり、室温動作する連続テラヘルツ波源として優れた特性

を持っている[1]。我々はこれまで RTD発振器を位相安定なピコ秒テラヘルツパルスで注入同期し、

出力電場の波形を時間領域で測定する手法を開発してきた[2]。本発表では、注入直後の時間領域

における電場の測定に成功したので報告する。 

我々はテラヘルツ時間領域分光法を用いて RTDの反射測定を行った。RTDからの反射テラヘル

ツ波をバイアスオンとオフの状態で測定し、その差分をとって得られた電場波形が図１(a)である。

上向き矢印の位置（約 50ピコ秒）は注入テラヘルツパルスの到着タイミングであるが、注入によ

り位相同期[3,4]が起き RTDから放射された電場（周波数 0.333±0.002 THz）が観測された。図 1(b)

はバイアスオンとオフの電場波形のフーリエ振幅の比である。0.333 THzにおける鋭い増幅ピーク

は入射したテラヘルツパルスに加えてRTDから放射された電場が検出できていることを示してい

る。また、他の周波数においても約 45 GHz間隔（縦破線）で振幅変化が観測された。これは、バ

イアス印加による RTDの反射率変化によるものであると考えられ、注入直後の時間領域で観測さ

れた約 22ピコ秒周期のビート構造に対応している。 

 

Fig. 1 Coherently detected electric field emitted from RTD biased at 430 mV. 
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